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◇ 開催概要
第25回の冬彩は「もっと灯りを」を実行委員会内のテーマとし、20年以上続いてき
た伝統と「和の心を大切にする」というコンセプトを守りながら、これまで以上に
多くの灯りと人のつながりを生み出すイベントとなるよう、実行委員会一同で企画
・準備を進めてまいりました。

今年は新たな会場装飾として「灯景門」「Kaguya（仮称）」「幻燈座」を設置し、
これまで以上に幻想的な灯りの空間を演出しました。

また、個人協賛の募集やスタンプラリーの実施、ライトスタッフ（ボランティア）
の募集、オンライン決済の導入など、新たな取り組みにも挑戦しました。さらに、
畿央大学の学生の皆さまと連携し、運営や企画の面でも新しい力を取り入れること
ができました。

その結果、来場者数は過去最多となる10,000名を記録し、多くの方に冬彩の灯りを
楽しんでいただくことができました。

当日は天候にも恵まれ、暖かく穏やかな気候の中で開催することができ、大きな混
乱や事故もなく、無事にイベントを終えることができました。

■ 開催情報

開催日時：2026年2月22日(日曜日) 15:00 ～ 21:00
会場：香芝市役所・今池親水公園 (奈良県香芝市本町1397)
主催：香芝冬彩実行委員会
後援：香芝市・香芝市教育委員会
　　　奈良県広域消防組合香芝消防署・香芝市商工会
公式サイト：https://kashiba-tosai.com/
Instagram：https://www.instagram.com/kashiba.tousai/

■ 来場者数

10,000名 （前回は 9000名）

※ 市役所北側・南側・今池親水公園南側にて計測
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◇ 会場マップ

本年は会場を5つのエリアに分け、皆さまをお迎えいたしました。

● 今池親水公園をロウソクや和傘を中心にライトアップを行った「灯り －Akari－」

● 奈良県近隣で活躍するアーティストと畿央大学生が出演する「Nijo Busker」

● 香芝市内の人気店や奈良県内で活躍するキッチンカーが集まった「屋台ストリート」

● ハンドメイド作家などが中心のナイトマーケット＆ワークショップ「香芝夜市」

● 子どもと一緒に楽しめる縁日エリア「縁日横丁」

いずれのブースも大盛況となりました。
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◇ エリア紹介：灯り －Akari－
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灯りエリアでは、3000本のロウソクをメインに和傘や竹灯籠などで会場を彩りまし
た。今回は「庭展なら」様の出展もあり、幻想的な風景が広がり多くの人で賑わうエ
リアとなりました。
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キモノアーティストJohnnyによる、冬
彩のためにコーディネイトされた着物の
着付け体験も行い、多くの方が着物で会
場を散策する姿もありました。

エリア中央の浮御堂では、FUKU＊JUANによる「夜桜」をテーマに、堂内を枝垂
れ桜で彩り、Gallery Kawariの行灯で装飾をいたしました。撮影スポットとして、
多くの人が記念写真の撮影を行っていました。
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◇ エリア紹介：Nijo Busker
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Nijo Buskerのステージを体育館前大階
段に設置し、より多くの方に楽しんでい
ただける場所にいたしました。

オープニングアクトとして、畿央大学 書道部による、書道パフォーマンスを行い、
「冬彩」の文字がステージを華やかに彩りました。
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点灯式では、香芝市長とカッシーの合図で協賛提灯にあかりが灯りました。

香芝天衝太鼓

畿央大学バンド
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畿央大学 アカペラ部 ADVANCE#

にこまる

小野みどり ジャズオルガン トリオ
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◇ エリア紹介：屋台ストリート
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屋台ストリートでは食を通じて人と人とがつながり、冬の夜を「共」に「明」るく
照らしていく「共明」をテーマに、香芝市内・近隣地域の店舗や奈良県内で活躍さ
れているキッチンカーに出店いただきました。

「じもと飯」エリアでは、香芝市内外の19店舗が出店いたしました。

奈良県内で活躍されているキッチンカーが集まる「やまと飯」では、市内・市外の
事業者、12店舗が出店いたしました。

どの店舗でも長蛇の列ができ賑わいを見せていました。



© 香芝冬彩実行委員会

第25回 冬彩開催結果報告書

10



© 香芝冬彩実行委員会

第25回 冬彩開催結果報告書

◇ エリア紹介：香芝夜市
前回から場所が変更となったナイトマーケット&ワークショップ「香芝夜市」で
は、ハンドメイド作品や各種ワークショップを行う出店者や、お菓子や日本酒の販
売を行う20ブース・24店舗が出店いたしました。
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◇ エリア紹介：縁日横丁
子どもと一緒に楽しめるコンテンツとしての縁日横丁を新設。

SOUSEI株式会社、庭展ならにご協力いただき、昔懐かしい「千本引き」や「射
的」、トラックの荷台を改装したスマートボール
「爆笑スマートボール タマらん堂」で親子で楽しむ姿が見られました。
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◇ 香し汁
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会場を訪れる方に、あたたかいものを提供したい。そんなスタッフの想いから生ま
れた「香し汁」は、香芝のええもんをギュッと詰め込んだ粕汁です。

澤田酒造の酒粕、かしば香るみそ、大和マイタケ、ふれあい朝市 香芝で販売されて
いる野菜や、香芝市内の農家からいただいた大根などを使った香し汁を多くの方に
召し上がっていただきました。
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◇ カシバス 特別運行
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香芝市が運行しているコミュニティバス「カシバス」を、都市政策交通課のご協力
のもと、冬彩開催日に特別ルートにて運行していただきました。

冬彩会場から7つのルートでカシバスを運行し、無料で乗車できることもあり、延
べ424名(前回比 -29名)の方が利用されました。

初めてカシバスを利用する方も多く、カシバスの認知向上にもつながりました。

■ 運行ルート

1. 高山台 <--> 冬彩会場
2. 白鳳台・志都美駅 <--> 冬彩会場
3. 関屋 <--> 冬彩会場
4. 旭ケ丘 <-->冬彩会場

5. 鎌田・五位堂 <--> 冬彩会場
6. すみれ野 <--> 冬彩会場
7. 真美ケ丘 <--> 冬彩会場
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各ルート時刻表
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◇ 駐車場
鹿島神社・水利組合などのご協力により、コーナンPRO向かい側を第2駐車場とし
て用意することができました。

会場レイアウトの変更、及び、公民館前駐車場を関係者駐車場にしたことにより、
前回よりも多い駐車台数を確保することができました。
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◇ 新たな取組：スタンプラリー

新たな試みとして子どもたちを対象とした参加型企画「スタンプラリー」を実施し
ました。会場内の複数のスポットを巡りながらスタンプを集めることで、楽しみな
がら冬彩の灯りや会場の雰囲気を体験してもらうことを目的としています。

本企画は、三菱自動車奈良中央様のご協力により実現することができました。スタ
ンプラリーには多くの子どもたちが参加し、家族と一緒に会場を巡りながらスタン
プを集める姿が見られました。

また、ゴール地点ではスタンプをすべて集めた参加者にプレゼントが用意されてお
り、子どもたちの楽しみの一つとなりました。スタンプスポットを会場内の複数の
エリアに設置したことで、来場者が会場全体を巡りながら冬彩の灯りを楽しむきっ
かけにもなり、回遊性を高める新たな取り組みとなりました。
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◇ 新たな取組：会場装飾

■ 灯景門

会場南側入口に高さ約3m、長さ約8mの回廊型装飾「灯景門」を設置しました。約
200個のキャンドルカップが並ぶ光のトンネルとなっており、来場者を迎える象徴
的な装飾です。カップには冬彩のロゴと個人協賛のメッセージを掲載し、多くの想
いが灯りとなって会場を彩りました。
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■ Kaguya(仮称)

鹿島神社の竹林から伐採した竹を活用した竹灯籠装飾「Kaguya」を制作しました。
地域の竹資源を活かし、複数の竹を立体的に配置した灯りのオブジェとして会場を
彩りました。自然素材ならではの風合いと灯りが調和し、冬彩らしい幻想的な空間
演出となりました。
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■ 幻燈座

屋台ストリートの象徴として、装飾オブジェ「幻燈座」を設置しました。上部には
屋台ストリートのロゴをあしらった大型の赤ちょうちんを配置し、会場の目印とな
る装飾としました。下部には障子を用いたスクリーンを設け、プロジェクション
マッピングによる映像演出を行い、灯りと映像が融合した空間を演出しました。
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◇ 新たな取組：ライトスタッフ

冬彩の灯りを来場者とともにつくり上げる新たな取組として「ライトスタッフ」を
募集しました。ライトスタッフは灯りエリアのキャンドルの設置や点灯を行うボラ
ンティアで、オンラインで募集を行い、23組63名の方にご参加いただきました。

参加者は子どもから大人まで幅広い年代にわたり、会場の灯りづくりを担っていた
だきました。多くの方に冬彩を「見る側」だけでなく「作る側」としても参加して
いただく取組となりました。
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年齢層 合計人数

10歳未満 22

10代 7

20代 3

30代 17

40代 19

50代 12

60代 2

70代 1

合計 63
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◇ 新たな取組：オンライン決済

キャンドルワークショップの予約および個人協賛の申込において、オンライン決済
を導入しました。決済にはSquareを利用し、クレジットカードによる事前決済を可
能としました。

事前決済により受付業務の円滑化や現金管理の負担軽減を図るとともに、遠方から
でも協賛しやすい環境を整えることを目的としています。今回の利用件数は8件で
したが、今後は協賛募集の段階から積極的に活用し、利用拡大を図っていきたいと
考えています。
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◇ 新たな取組：畿央大学との連携

畿央大学の学生有志の皆さまと連携し、イベント運営にご協力いただきました。2
日間で延べ52名の学生が参加し、会場設営やランタンイベントの運営補助、ステー
ジ出演、灯りエリアの点灯補助、夜市エリアの搬入支援、会場美化、撤去作業など
幅広い役割を担っていただきました。

23

学生の皆さんには準備段階から当日の運営まで積極的に参加していただき、会場づ
くりやイベント進行を支える大きな力となりました。また、軽音部やアカペラ部に
よるステージ出演も行われ、来場者に向けた新たな音楽コンテンツとして会場を盛
り上げていただきました。

学生の参加により運営が円滑に進むとともに、若い世代の視点や活気が加わること
でイベント全体の魅力向上にもつながりました。今後も地域と大学の連携を深めな
がら、継続的な取り組みとして発展させていきたいと考えています。
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◇ 協賛

1万人が集まる祭りを行うには、多額の費用と人員が必要です。
経年劣化した資材や備品などの入れ替えをしていくためには資金が必要です。
香芝市内の企業様を中心に協賛をいただきました。

前回から継続いただける協賛も含め、計137社(者)からご協賛をいただくことがで
きました。

いただいた協賛金は、設備の更新や３０周年記念のための積立金、新しい試みに利
用させていただきました。

また、会場中央に協賛いただいたみなさまの提灯 246張を掲示する幅15m 高さ 6m
の「協賛提灯台」を製作いたしました。
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◇ そらの灯
開催前日に前夜祭企画として「そらの灯」を開催しました。会場は香芝市総合体育
館で、冬彩25回の節目を記念した特別企画として実施しました。

市内の小学6年生が授業で制作した和紙玉を体育館内に設置し、子どもたちの手で
灯りをともすアート空間を創出しました。また、卒業を迎える児童がメッセージを
書いたランタンを夜空へ放ち、未来への願いや思い出を灯りに託す演出を行いまし
た。

当日は多くの保護者や来場者が観覧に訪れ、子どもたちの灯りが体育館いっぱいに
広がる幻想的な光景が生まれました。地域の子どもたちとともに冬彩を作り上げる
新たな取り組みとして、多くの方にご参加いただく機会となりました。

■ 開催情報

開催日時：2026年2月21日(土曜日) 17:00 ～ 19:30
会場：香芝市総合体育館
主催：香芝冬彩実行委員会
後援：香芝市・香芝市教育委員会
　　　奈良県広域消防組合香芝消防署・香芝市商工会
公式サイト：https://kashiba-tosai.com/pre-event/

■ 来場者数

450名（内 児童は114名） ※ 会場受付で計測
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◇ 広報活動
● 事前に十分な情報を提供するためにチラシをA3見開きサイズで制作いたしま

した。
● 広報かしばへの記事掲載や、チラシの折込などを行い、香芝市内への告知を

重点的に行いました。
● ポスターを市内の駅や要所に掲示いたしました。

奈良テレビの番組内での告知をいたしました。
● 香芝市公式LINEにて開催日直前に情報発信を行いました。
● 市内3箇所でプチ冬彩を行い、冬彩の認知向上につとめました。

これらの取り組みにより、前回より1,000人多い 10,000人の来場者となりまし
た。
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◇ 広報活動：メディア掲載実績

2026年 2月 広報かしば

2026年 2月 ぱーぷる WEB版

2026年 2月 協栄ホーム blog

2026年 2月 奈良テレビ

他、多数
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◇ 来場者アンケート結果

今回のアンケート結果から、来場者の傾向が明確に見えてきまし
た。
来場者の約8割が香芝市内、約2割が市外からの来場となってお
り、地域密着型でありながら一定の広がりも見られます。
また、来場者の約6割が子ども連れであることから、本イベント
はファミリー層を中心とした来場構成であることが分かります。
来場手段については、依然として車が全体の4分の3以上を占め
ていますが、一方で約25％は徒歩・自転車・公共交通機関など
を利用しており、これまでの広報の効果により来場手段の多様化
も見られます。
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◇ 来場者アンケート結果

次回以降に向けた課題として、主に以下の点が挙げられます。

まず、駐車場については現状でも需要が高く、さらなる確保が必
要と考えられます。同時に、自動車来場の集中を緩和するため、
公共交通機関での来場を促す広報の強化も重要な課題です。

また、トイレ環境についても改善の必要性が見られました。
特に、トイレの増設および洋式トイレの拡充は、来場者満足度に
直結する重要なポイントです。

これらのうち、トイレに関する整備は単独での対応が難しい側面
もあるため、行政と連携しながら検討・調整を進めていくべき課
題と位置付けられます。
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◇ 広報活動：プチ冬彩
冬彩を多くの人に知ってほしい、見てほしい、そして関わってほしいとの思いか
ら、「プチ冬彩」を3回開催いたしました。

31

● 2025年5月2日 無量寺(下田東)

● 2025年10月13日 鹿島神社(下田西)

● 2026年3月29日 北今市 桜まつり(北今市 すがる川)
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今後に向けて

第25回冬彩は、「もっと灯りを」をテーマに開催し、来場者数
は過去最多となる10,000名を記録するなど、多くの方にご来場
いただく結果となりました。

新たな装飾や個人協賛、スタンプラリー、大学連携などの取り組
みにより、イベントとしての魅力を高めるとともに、来場者の回
遊性や体験価値の向上にもつながりました。

アンケート結果からは、来場者の多くが香芝市内在住でありつ
つ、市外からの来場も一定数見られ、地域に根ざしながら広がり
を持つイベントへと成長していることが確認できました。また、
来場者の約6割が子ども連れであることから、本イベントがファ
ミリー層を中心とした構成であることも明らかとなりました。

一方で、来場者数の増加に伴い、駐車場やトイレといったインフ
ラ面の課題も顕在化しています。特に、自動車来場の割合が依然
として高いことから、駐車場の確保に加え、公共交通機関の利用
を促す広報の強化が求められます。また、トイレについては増設
および洋式化のニーズが高く、来場満足度に直結する重要な改善
項目であると考えられます。
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これらの課題については、実行委員会単独での対応が難しい部分
も含まれるため、行政や関係機関と連携しながら、段階的に改善
を進めていく必要があります。

今後は、これまで培ってきた冬彩の魅力をさらに高めつつ、来場
者の利便性や快適性を向上させることで、より多くの方に長く愛
されるイベントとして発展させていくことを目指します。
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